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静岡県榛原郡川根本町における高級茶の生産と流通
深瀬浩三
東京学芸大学　大学院生
　本論文は，煎茶の茶産地として発展した静岡県川根地域を対象に，川根茶の生産と流通を考察し，地
域ぐるみの取組みによる山間地の高級茶生産の継続的発展を明らかにした。川根地域の茶業は，わが国
の他の茶産地と同様に，明治期から海外への茶の輸出拡大にともなって発展した。1964年には茶業界で
初の全国農業祭天皇杯を受賞したことをきっかけに，全国に高級茶「川根茶」の名を馳せることになっ
た。その後も茶生産者が，茶品評会で数々の優等賞を受賞することにより，高級茶産地としての知名度
を誇示し続けてきた。また，川根茶が茶市場に出回りにくいことや，消費者への通信販売を中心とした
販売活動によって希少価値が生み出されている。1970年代以降，伝統的技術を維持する一方で，労働力
不足や高齢化，施設投資の軽減を図るために，行政の補助事業を活用した共同製茶工場や農協の再製茶
工場の大型化による産地再編が行われてきた。また，行政は今まで生産部門を支援してきたが，川根茶
自体の知名度の向上を図るために，地域ぐるみで産地ブランド化にも力をいれている。経営体にとって，
労働力（後継者）の確保は大きな課題となり，これは今後の産地の存続に大きく関わる問題である。
キーワード：川根茶，山間地，茶業，ブランド化，静岡県
Ⅰ　はじめに
　日本の茶業は長い歴史を持っているが，明治期
以降の茶の輸出増大によって発展を遂げた。明
治期から昭和初期にかけて山間地から平坦地（台
地）へ茶生産が拡大したといわれ（山本，1973；
寺本，1999），それ以来，茶生産は平坦地と山間地
で展開されてきた。1970年代前半には，緑茶・茶
飲料の需要1）が拡大したが，1970年代後半以降，
荒茶の生産過剰による価格低迷に陥った。小規模
な茶産地は淘汰されたが，平坦地の大規模な茶産
地では生産規模の拡大を軸とした産地再編が図ら
れるようになった（有本，1978；國澤，1999）。一
方，山間地の茶産地ではある程度の茶園の規模拡
大は実現されたが，それには限界があった。その
ため，山間地では平坦地との規模格差を補完する
ために，品質を追究した高級茶生産が行われてき
た。これは茶が有している必需性と嗜好性という
二面性が，条件が劣悪な山間地でも茶産地の形成
と存続を可能にしたためである（片岡，1993）。し
かし，近年，茶の栽培技術の進歩や深蒸し製法な
どによって，平坦地でも高品質な茶の生産と早期
出荷が可能になり，山間地との茶の品質格差は縮
まっている。このような状況下で，山間地の茶産
地は産地間競争にさらされ，その存立そのものが
危機に陥っている。
　茶業・茶産地に関する既存研究はさまざまな分
野で数多く蓄積されてきた。日本の茶業・茶産
地を総合的に把握した研究2）に加えて，個別の茶
産地については，関東南部の狭山茶産地3）や静岡
県の各茶産地4），京都府の宇治茶産地5），九州の福
岡県や鹿児島県の各茶産地6）を考察した研究が多
い。山間地の茶業については，山本（1960）は静
岡県中部を事例に，茶業と林業の複合経営が茶生
産を存続させることを明らかにした。岡本（1981）
は高知県の山間部を事例に，深谷ほか（1982）は
神奈川県の足柄山間部を事例に，茶産地の形成
と茶業の経営構造を明らかにした。片岡（1985，
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1993）は玉露の産地である福岡県黒木町を事例に，
荒茶の価格低迷と手摘みを担う雇用労働力の不足
によって，生産者の経営対応が分化したことを明
らかにした。その他，酒井（2003）や佐藤（2004）
はメディアを通じた販売活動が茶産地の存続につ
ながると指摘している。
　このように，個別の茶産地を取りあげた既存研
究では，産地形成やそれ以降の多様化する茶業経
営の変容に着目している。しかし，山間地の茶業
に着目した研究は少ない。山間地の茶業では，労
働力不足や高齢化，産地間競争などの問題に直面
しながら，どのような取り組みによって高級茶の
生産が維持・発展されてきたのだろうか。また，
高級茶の販売戦略にも着目する必要がある。以上
を踏まえ，本研究では山間地における煎茶の産地
として知られてきた静岡県川根地域を対象とし
た。
　川根地域の茶業に関する既存研究は，笹原ほか
（1991）が茶の生産・加工部門について詳細に分
析している。本研究では，この研究成果をふまえ，
茶の価格低迷や労働力不足などの問題を抱えなが
らも山間地で維持されてきた高級茶の生産と流通
に着目し，茶産地の継続的発展のしくみを明らか
にすることを目的とする。川根茶7）は宇治茶や狭
山茶と並ぶ日本三大銘茶の一つであり，本研究で
は歴史的にも川根茶生産の中心である川根本町
（旧中川根町）8）を事例地域として考察する。
Ⅱ　静岡県の茶生産の動向と研究対象地域
　図1は主要府県別における荒茶の生産量（2005
年）の分布を示している。静岡県（44 ,100 t）は
総生産量第1位の生産地で，次いで鹿児島県
（23 ,900 t），三重県（8 ,110 t），宮崎県（3 ,660 t），
京都府（3,300t），奈良県（2,850t）となっている9）。 
日本における茶生産は煎茶に特化しているが，そ
れ以外の茶種の生産は地域によって異なってい
る。国内最大の茶生産を誇る静岡県では1975年
以降，荒茶生産量は停滞傾向である（図2）。1970
年代に新興産地である鹿児島県の茶生産が拡大し
た。
　静岡県における集落別の茶園面積の分布をみる
と（図3），1970年と2000年にかけて一部の地域で
茶園が減少しているが，茶園は平坦地から山間地
に分布している。生産地域別にみると，天竜・森
地域や川根地域のような山間地が静岡県全体に占
める割合は低い。本研究では茶生産が盛んな県中
央部の中で，茶が農業粗生産額の90％以上を占め
る川根地域を研究対象とした。大井川中流域に
位置する川根地域は，大井川両岸の河岸段丘およ
び山腹を含む南北に長い山間地である（図4）。昼
夜における寒暖の差が著しく，水はけや日当たり
が良いという環境は，良質な茶葉の育成に好条件
である。また，大井川からの川霧が茶畑を包み，
霜害の防止に役立っている（澤村，1996；鈴木，
1999；本多，2007）。2005年の川根地域における
茶園面積は，川根町で403ha，川根本町で611ha
である。10aあたりの生葉の生産量は，静岡県平
均に比べると，川根地域では約400kg低い（図5）。
また，川根地域の中でも標高の違いにより生葉の
生産量に地域差がある。
　図6は，1970年と2005年の川根地域における集
落別の耕地面積を示したものである。1970年か
ら2005年にかけて耕地面積が減少しているが，依
然として耕地面積全体に占める茶園の割合は高
い。1975年から2005年にかけて茶園面積が大き
い集落は，川根町では抜里集落，旧中川根町では
元藤川，水川，徳山，久野脇，地名集落などの大井
川沿いの集落である．茶経営体について2005年
農業センサスをみると，川根茶生産の中心である
旧中川根町（現川根本町）では，総農家戸数の528
戸は茶生産経営体数とほぼ一致している。兼業農
家の占める割合が高く，1戸あたりの経営耕地面
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積が1ha未満の農家が80％を占めている。川根
地域では茶の手摘みによる労働集約的な高級茶生
産が行われている。2006年（第60回）までの全国
製茶品評会では，優等を13回，産地賞を11回受賞
した。通算36回の全国手揉茶品評会では15回の
優等を受賞した。川根地域は，このように茶品評
会で高い評価を得てきた茶産地であり，研究対象
地域として好適である。
図1　主要府県別における茶種別荒茶生産量（2005年）
注）年間荒茶生産量500ｔ以上の府県のみとした。また，各府県で生産量10t未満の茶種は省略した。
（関東農政局静岡農政事務所統計部編（2006）：『どうずら静岡茶』より作成。）
図2　主要府県別の荒茶生産の推移
（ 関東農政局静岡農政事務所統計部編（2006）：『どうず
ら静岡茶』より作成。）
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図3　静岡県における農業集落別の茶園面積の分布
（農業集落カードより作成。）
図4　旧中川根町の景観
　大井川両岸の河岸段丘および山腹に茶園が分布する。
（2007年10月　筆者撮影）
図8　茶摘み作業
　傾斜が急な茶園や品評会用の茶園では，大人数で茶の
手摘みを行う。
（ 2008年5月　生産者 Jから生葉を買い取っている茶商
L氏撮影提供）
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Ⅲ　旧中川根町における茶業の展開
　川根地域における茶生産の起源は明らかではな
いが，江戸時代の慶長初期に茶を年貢として納め
ていた記録があり，少なくとも16世紀末には茶
が主要産物となっていた（中川根町制三十周年記
念誌編集委員会，1992；中川根町史編さん委員会
編，2005a）。江戸時代末期には茶園の開拓が盛ん
になり，中村藤五郎や坂本藤吉などの先駆者らに
よって，宇治や近江の製茶技術が普及した（上白
石，2001；大石，2004）。
　明治期に入ると，大井川通船の開始や茶の輸出
振興策などによって，川根地域における茶生産量
が増大した。川根地域で生産される茶は品質が良
く，買い手から高い評価を得ていた。茶生産の規
模拡大を促進するために製茶機械が導入された
が，この当時は機械による製茶技術が未熟だった
ため，荒茶の品質低下を招く結果となった。この
失敗をきっかけに，1885年に川根地域の村々は手
揉み製茶を奨励し，製茶機械の使用を取り締まる
ために川根茶業組合を結成した（本川根町史編さ
ん委員会編，2003）。茶生産の先駆的農家を中心
に生産者組合が組織され，茶産地の体制が確立さ
れていた。川根茶業組合では製茶技術を向上さ
せるために製茶の伝習所を設置した10）。しかし，
当時，日本の各茶産地が手揉み製茶から機械製茶
へ移行する時期であり，手揉み製茶は維持されな
かった。1916年には，川根茶業組合は一部の製茶
機械の使用を解禁した。第二次世界大戦にとも
なって，1944年から1947年にかけて茶業統制が
行われた。1948年に川根地域の各役場と各農業
協同組合，茶商組合が協力して，中川根町の川根
茶業会館を設立すると同時に，川根茶業組合が再
結成された。1953年には，中川根町では町独自の
改植奨励補助施策によって畑から茶園への転換が
行われた。やぶきた品種の栽培面積は，1957年か
ら1965年にかけて26haから116haへと増大し
た。
　1964年には，中川根町に茶業振興のために町立
の農林業センターが誕生した。農林業センターで
は，生葉栽培に関してはやぶきた品種の普及，荒
茶製造に関しては製造技術の開発・普及を進めた。
この結果，同年には先駆的農家らが全国農業祭天
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図5　川根地域における生葉生産の推移
注） 2005年に中川根町と本川根町は合併して川根本町
となった。
（ 関東農政局静岡農林統計情報協会：各年『静岡農林水
産統計年報』より作成。）
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皇杯を茶業界で初めて受賞し，全国に高級茶「川
根茶」の名を馳せることになった。この快挙をきっ
かけに，1968年には山村振興事業の一環として改
植茶園造成が急速に進んだ（中川根町史編さん委
員会編，2005a）。その一方で，農業従事者の流出
や手摘みを担う雇用労働力の不足11）により，製茶
機械の大型化や手摘みから動力摘採への転換な
ど，茶生産の省力化が迫られた。
　1970年代から1980年代にかけて，製茶機械の
大型化が全国的に進展した。川根地域でも行政の
補助事業を活用した基盤整備が実施され，茶産地
の再編期を迎えた。1970年代から手摘みの雇用
労働者の確保が難しくなり，収穫効率を上げるた
めに，手摘みに加えて動力摘採機が導入された。
また，個人所有の茶製造工場が増加した（表1）。
これは町で手摘みによる高級茶生産の指導が行わ
れたからである。委託加工料が高いために，高級
茶ほど生葉売り経営よりも自園・自製経営が経済
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図6　川根地域における耕地面積の変化
注）樹園地の面積は茶園面積とほぼ一致した値である。
（2005年農業集落カードより作成。）
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的に有利なためであった。1979年には，川根茶業
のさらなる振興を目指して，当時の川根町や中川
根町，本川根町の茶商たちによって川根茶業組合
は川根茶協同組合へ再結成された（本川根町史編
さん委員会編，2003）。1980年には，中川根町は
伝統的な茶生産技術の伝承や品質向上のために，
静岡県の山間地茶業振興事業の補助をうけて茶業
技術研修センターを設置した。1981年頃から防
霜ファンの設置も始まった。
　1980年代から行政の補助事業をうけて，大井川
に沿って共同製茶工場が多く設立された。個人投
資では大型の製茶機械を導入することが困難なた
め，集落単位で共同製茶組織を発足させて，生産
者同士が出資し，共同製茶工場を設立する動きが
みられた。また，1986年に北榛原農業協同組合の
中川根茶再製工場が開設されたことにより，川根
地域全体の約60％の荒茶を集荷・再製加工して
仕上げ加工業者へ販売するようになった。再製茶
工場は産地価格を形成する役割を担うようになっ
た。
　2007年現在では，1つの共同製茶工場には30～
40戸の茶生産者が所属している（図7）。加えて，
仕上げ加工業者（産地内の茶商）は，茶生産が盛
んな元藤川集落を中心に大井川鉄道沿いの主要駅
付近に分布している。摘採された生葉は一般に長
期保管ができないため，できるだけ早く加工処理
しないと品質が低下する。このため，茶園近くに
製茶工場や仕上げ加工業者が分布している。仕上
げ加工業者は，1988年には49戸（川根町11戸，中
川根町と本川根町38戸）であったが，高齢化と労
働力不足によって，2007年現在では39戸（川根町
9戸，川根本町30戸）に減少している。
　また，農業協同組合の再製茶工場も大型機械を
導入するために，2006年に国と県の補助事業（約
8億4 ,500万円）を受けて，川根地域の各町にあっ
た農業協同組合の再製茶工場を1つに統合して，
旧中川根町に JAおおいがわ川根茶業センター
（以降，川根茶業センター）が設立された。2007
年度の川根茶業センターにおける再製茶生産量
は，一番茶で35万 kg，二番茶で20万 kg，秋晩茶
で4万5 ,000kgである。
　このように，1970年代後半から労働力の減少な
どで手摘みによる労働集約的な茶栽培が困難と
なった。自園・自製による高級茶の生産が中心で
あったが，生産規模の拡大にともなう施設投資の
増大や生産費の上昇は，徐々に伝統的な茶生産形
態に変化をもたらした。高級茶の生産にとって自
園・自製のメリットが強調されてきたが，製茶機
械の進展は多額の投資を必要とする。大型の製茶
機械を導入に多額の投資をすることができない多
くの生葉売り経営や自園・自製経営にとって，共
同製茶工場や再製茶工場の設立は，個々の茶業経
営のコスト削減や省力化にとって大きな役割を果
たしてきた。この結果，茶業経営は主に伝統的な
茶の一貫生産を行う自園・自製・自販経営や加工
業を中心とする自園・自製兼加工業者（茶商）と，
共同製茶工場を利用して荒茶生産まで行う自園・
共同製茶経営に分化した。
Ⅳ　茶業経営
１．茶業経営の3類型
　表2と表3は川根本町における茶生産者の主な
経営形態を示している。聞き取り調査を行った茶
表1　旧中川根町における製茶工場数の推移
（ 中川根町史編さん委員会編（2005年 b）および川根本
町役場資料より作成。）
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業経営の形態は，生葉を栽培して共同製茶工場で
荒茶加工を行う自園・共同製茶経営，茶の一貫生
産・販売を行う自園・自製・自販経営，加工業を
中心とする自園・自製兼加工業者（茶商）に分類
することができる。
　自園・共同製茶経営を行っているのは生産者
A・B・Cである。元々，生葉売りや自園・自製・
自販の経営を行っていたが，個人で大型の製茶機
械の導入が困難となり，共同製茶組織へ参加する
経営に転換した。前述したように，川根地域で共
同製茶工場が多く設立されたのは1980年代以降
のことで，生産者 Aや Bが所属するような製茶
機械の共同利用組織による共同製茶が多くみられ
る。また，1990年代半ば以降から生産者 Cが所
属しているように，生産者の合葉によって荒茶を
製造し，共同販売を行う共同製茶工場も現れてい
る。共同製茶工場を利用する生産者は，製茶工場
で高品質な荒茶を生産することに努力し，荒茶は
主に川根茶業センターや茶商へ販売されている。
生産者 Aは自家で荒茶を買い上げ，仕上げ加工し
て通信販売を中心としている。茶園面積と労働力
については，借地による規模拡大が図られ，1戸
あたり100a以上の茶園を経営している。労働力
については50～60代の家族労働力が中心である。
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図7　川根地域における共同製茶工場・再製茶工場・仕上げ加工業者の分布（2007年11月現在）
注）38工場（うち× 1製茶工場データ不明）。
（JAおおいがわ中川根営農経済センターの資料および川根茶業協同組合の資料，聞き取り調査により作成。）
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生産者 Cは，収益の安定を図るために，茶と自然
薯栽培の複合経営を行っている。
　自園・自製・自販の経営を行っている生産者は
D～ Jである。現在でも労働集約的な手摘みを
一部の茶園で行いながら，伝統的生産を維持して
いる。共同製茶工場を利用している生産者と同じ
く，通信販売が中心で，口コミが重要な役割を果
たしている。顧客は関東地方と静岡県内を中心と
した固定客である。50代から60代の生産者が中
心で，借地による100a以上の茶園を経営してい
る。生産者Ⅰや Jのように，標高600m付近に茶
園を有する生産者は，茶業と林業の複合経営によ
り，収入の安定を図っている。借地による規模拡
大が図られているが，近年，高齢化などによって
茶園の耕作放棄地が増加している12）。
　茶生産の工夫についてみると，生産者 Iや Jは
人里離れた標高600mの茶園であるため，生葉の
摘採時期が川根地域の中で遅い。このため，生葉
の有機栽培と労働集約的な手摘みによる高い付
加価値をつけた茶生産を行っている（図8）。ま
た，2003年全国茶品評会で優勝した生産者 Gは，
2004年から飲料メーカーとの契約により，ペット
ボトル茶を監修している。これにより，川根茶業
センターから飲料メーカーへの販路が拓けた。
　自園・自製兼加工業者（茶商）の経営を行って
いるのは生産者 Kと Lである。大型の製茶機械
を導入している茶商は，生葉は集落内や周辺集落
の生葉売り農家から購入したり，共同製茶組織や
川根茶業センターから品質の高い荒茶を購入し，
仕上げ加工している。茶商は生葉売り農家と共同
製茶組織，川根茶業センターとの生産分業の関係
を築いている。茶の販売については，生産者 Kは
関東地方の茶商への卸売り販売を中心としてい
る。生産者 Lの場合は，今まで述べてきた生産者
と同様に，通信販売を中心とした販売を行ってい
る。
　聞き取り調査を行ったほとんどの生産者は茶
園が数か所に分散しているが，茶園面積100a以
上を有し，50代～60代の家族労働力を中心とし
た経営を行っている。とくに，産地の維持・発展
の鍵となる通信販売については，経営主が就農し
た1960年代から通信販売を本格的に開始された。
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表2　茶生産者の茶園面積と労働力（2007年）
注）生産形態は，①：自園・共同製茶，②：自園・自製・自販，③：自園・自製兼仕上げ加工業者（茶商）
（聞き取り調査により作成。）
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それ以前は農協や茶商へ生葉や荒茶を販売してい
た。川根地域のように，標高約400m以上の茶園
では，低温のために摘採時期が遅く，5月20日頃
までに茶の摘採が終わらないので，茶市場での価
格競争において不利である。通信販売の場合，出
荷手数料がかからず収益を高めることができ，自
家（企業）ブランドで販売するため，代金回収が
早いという利点があげられる。生産者 A・D・G
は，1990年代後半からインターネットによる通信
販売を開始している。このように，茶業経営の存
続につながる販路開拓については，自園・自製の
生産者や茶商がさまざまな茶品評会で高い会評価
を得ることや，インターネットなどによる消費者
への PR活動，消費者（固定顧客）の口コミが新
たな顧客獲得に結びついている。
２．茶の生産と流通構造
　図9は，川根地域における茶の生産と流通構造
を示したものである。まず，茶生産の支援と資材
の調達先についてみる。生葉栽培のための資材に
ついては，JAおおいがわを通して共同購入して
いる。川根本町の農林業センターでは，早期成園
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表3　茶生産者の茶の生産と販売の形態（2007年）
（聞き取り調査により作成。）
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を促すためにペーパーポット苗を導入した茶の
苗木を販売している。また，農林業センターは，
JAおおいがわなどと連携して，生産者に対して
気象予報や土壌調査，病害虫の発生などの情報を
ファックスにより提供し，製茶技術の開発・普及，
生産指導を行っている。生産者は，農林業セン
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図9　川根茶の主な生産・流通構造（2007年現在）
（川根本町役場資料および JAおおいがわ川根茶業センター，聞き取り調査により作成。）
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ターなどが主催する研修会などへ参加し，生産に
関わる情報を共有している。また，生産者同士の
競合が製茶技術の向上につながっている。
　製茶機械などについては，大手の各種業者から
機械などを購入している。茶販売用の資材につい
ては，川根茶業組合を通じて各業者から資材を購
入している。
　行政の補助事業については，国や県の補助事業
では，製茶機械の導入や製茶工場の設立に予算が
当てられているが，町単独の補助事業は茶園の改
植事業を中心に行われている13）。中川根町におけ
る町単独補助事業による改植面積をみると，2002
年度は388a（44件，補助金7 ,439万円），2003年
度は348a（42件，6 ,723万円），2004年度は372a
（44件，7 ,155万円），2005年度は434a（34件，8 ,542
万円）であった。これらは茶園の老朽化による品
質低下を防ぐための対応である。
　川根地域内では山間地であるために茶生産に関
わる関連企業の成立は難しく，川根地域外の静岡
県内の大手業者から資材を購入している。また，
茶業経営を支えるうえで，行政の補助事業は大き
な役割を果たしている。
　次に茶の生産・加工・流通についてみる。茶園
で摘み取られた生葉が製茶工場へ出荷・販売され
るまでの生葉流通，製茶工場で製造された荒茶が
仕上げ加工業者（茶商）へ販売されるまでの荒茶
流通，仕上げ加工業者から最終商品として小売店
や消費地，消費者へ販売される仕上げ茶流通の3
段階から構成される。川根地域では一般に次のよ
うな形態がみられる（図9）。生葉売り農家は，産
地内の自園・自製の生産者や加工業者に販売や加
工を委託したり，共同製茶工場へ持ち込む。自園・
自製の生産者や共同製茶組織は，荒茶を産地内外
の仕上げ加工業者や川根茶業センターへ販売して
いる。仕上げ茶については，自園・自製の生産者
は通信販売を中心に，消費者や小売店へ販売して
いる。また，川根茶業センターで集荷された荒茶
の40％は，荒茶のまま静岡茶市場を通して，県内
の茶商や小売店へ販売される。残りの60％は再
製され，製品茶として産地内外の卸売業も兼ねて
いる生産者などを通して消費地の小売店へ販売さ
れる。
　このように，できるかぎり産地内で荒茶の売買
を行うことと，通信販売を中心とした販売活動
が，川根茶の希少価値を生み出し，高価格での取
引を可能にしている。
Ⅴ　川根茶のブランド化への取り組み
　近年，茶消費の多様化や大手企業の茶ドリンク
事業への参入など，茶業を取り巻く環境は激し
く変化している（静岡県農林水産部お茶振興室，
2001；小栁津，2004）。その対応策の一つが商品
のブランド化である。産地内生産そのものが産地
ブランドの価値であるが，労働力不足・高齢化な
どによる産地の規模縮小によって産地内生産は困
難に直面している。地域の取り組みなどによって
いかに産地内生産を維持していくかが，産地ブラ
ンド製品の課題となっている14）。
　日本では1953年に茶の農林登録制度が発足し，
在来品種からやぶきた品種への転換が進展した。
やぶきたは緑茶の品質と収量の向上に大きく貢献
した（静岡県茶業会議所，2003）。やぶきたの栽培
面積の割合は静岡県全体の約90％を占めており，
やぶきた偏重から抜け出せない状況である15）。 
そのため，近年では優良品種を導入した産地ブラ
ンド化など，従来のやぶきた品種にとらわれない
新しい取組みもみられる16）。
　旧中川根町でも長年にわたり，やぶきた品種が
主体に栽培されてきたが，中川根町独自の新品種
の開発が行われた。1987年にやぶきたと中国産
品種を組み合わせて育成された晩生種のおくひか
り，1994年代初めに早生種の山の息吹を開発し，
71
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種苗法による品種登録が行われた。1994年から
は川根地域内の共同製茶工場で生産されるおく
ひかりの荒茶を，川根茶業センターの再製茶工場
に一元集荷する体制を整え，一括仕上げによる販
売が行われている（志太榛原農業改良普及所編，
1989；中澤，2005a，2005b）。2000年には，中国
浙江省杭州市で開催された中国国際銘茶品評会へ
おくひかりを出品し，金奬（国際的に高い評価を
得たお茶に与えられた賞）を獲得した。
　2004年には，川根本町における品種別栽培面積
は，やぶきたが562 .1ha，おくひかりが14 .5ha，
さやまかおりが11 .0ha，かなやみどりが4 .5ha，
山の息吹が2 .3ha，その他が8 .3ha，在来品種が
13 .3haである。茶の摘採時期の集中を避けるた
めに，町の方針でやぶきたと優良品種を組み合わ
せた経営が推進されている。また，川根本町では
茶園に適した土地が限られているため，2004年
から2006年にかけて国と県の中山間地域総合整
備事業（事業費約2億3 ,000万円）を受けて，標高
550ｍ～600ｍ地区に5 .45haの茶園が造成され
た。この造成地には，入植者6戸（農事組合法人）
がおくひかりを植栽したばかりである。2005年
度の植栽面積は1 .57ha，2006年度の植栽面積は
2 .84haである。
　やぶきた偏重の茶業界で，新しい品種による産
地の活性化は容易ではないが，優良品種と組み合
わせた栽培と，品種を用いた産地ブランド化の方
向性は有効である。川根地域では，2006年4月に
施行された地域団体商標制度で，川根茶業協同組
合が申請していた「川根茶」が特許庁から登録認
定された。これを契機として，旧中川根町（現川
根本町）では，茶業振興協議会を発足させ，生産
部門における支援だけではなく，これまで課題で
あったマスコミなどを活用した宣伝活動にも積極
的に取り組んでいる。
Ⅵ　 高級茶生産と産地の継続性 
－むすびにかえて－
　今回の調査で明らかになったように，川根地域
では，その自然的基盤のもとで，明治期から本格
的に茶生産が発展してきた。図10は茶生産と産
地の構造を示したものである。川根茶の価値を高
めるメカニズムとして，自園・自製・自販の生産
者や茶商が，茶品評会で数々の優等賞を受賞する
ことにより，高級茶の産地としての知名度を誇示
し続けてきたことが重要な要因である。しかし，
1970年代以降，自園・自製を主体とした伝統的な
生産形態は，規模拡大などにともなう施設投資の
増大により，変容を余儀なくされた。高級茶産地
としての伝統的技術を守る一方で，個々の生産者
の施設投資の軽減を図るために，共同製茶工場や
農協の再製茶工場の設立・大型化が進んだことは，
平坦地の茶産地と同様に，山間地における茶産地
の継続的発展に大きな役割を果たした。この結果，
茶業経営の形態は，生葉売り農家や自園・自製・
自販経営から自園・共同製茶経営，茶商といった
多様な経営へと分化した。とくに，茶商と自園・
共同製茶経営，川根茶業センターの生産分業の関
係（結びつき）は，川根地域の茶生産自体の継続
を支えている。また，川根茶の場合，茶市場に出
回りにくいこと，口コミによる顧客獲得と消費者
への通信販売を中心とした販売活動は希少価値を
生み出している。
　行政は今まで，生産部門における支援に積極的
に取り組んできたが，川根茶自体の知名度の向上
を図るために地域ぐるみで広報活動を行ってい
る。また，茶業をいかした観光事業計画が予定さ
れている。一方，経営体にとって労働力（後継者）
の確保は大きな課題であり，これは今後の産地の
存続に大きく関わる問題となっている。
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図10　川根地域における茶生産と産地の継続性
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注
 1）総務省家計調査年報によると，日本における年間1
世帯あたりの緑茶・茶飲料の支出額は，1970年には
2 ,967円であったが，1975年には5 ,196円へと急上昇
した。それ以降は徐々に支出額が上昇し，2000年の
6 ,810円をピークに2005年には5 ,646円へと低下して
いる。
 2）日本の茶業・茶産地を総合的に把握した研究につい
てみると，地理学では浮田（1952）は県単位で茶の生
産や流通から，茶の大量生産を行う静岡型と小規模な
がら高級茶を生産する宇治型に区分した。山本（1973）
は静岡県を日本の茶業の代表性を提示しうる地域と
定義したうえで，日本の茶産地の地域性を体系化し
た。片岡（1984）は茶流通の地域類型を明らかにした。
一方，農業経済学などの分野では，大越（1974）や増
田（1986）は茶の生産から流通・消費にいたる茶業構
造を明らかにした。鴻巣（2004）は市場構造の変化か
ら茶産地では大量取引の対応に迫られていることを
指摘した。
 3）関東地方の茶産地についてみると，地理学では山田
（1970）は狭山茶産地の形成を明らかにし，宮沢（1984）
や稲葉（1985），今井（1988）は，都市化の進展のなか
で都市の近接性をいかした茶業経営の変化を明らか
にした。また，橋詰（1987）は，明治期に日本を代表
する茶産地であった千葉県八街町を事例に，都市化と
の関連から茶業経営の衰退を論じた。中嶋（1994）は，
明治期に茶生産が拡大した猿島台地における茶業の
存立を検討した。
 4）九州地方の茶産地についてみると，地理学では片岡
（1982）は，鹿児島県の新しい公設の産地市場に対し，
荒茶工場がいかに出荷対応しているかを明らかにし
た。稲葉（1988）は，鹿児島県知覧町を事例に急成長
を遂げている鹿児島県の茶の生産と流通を解明した。
堤（1995）は八女地方における高級茶産地の形成プロ
セスを構造的に捉えるために，産地形成のキーとなっ
た人々に着目した。一方，農業経済学などの分野では，
平川ほか（1988）は八女地域の高級茶生産の今後の展
開を指摘し，幸加木・板橋（2005）は，1960年代から
急速に茶生産が拡大した産地では，集落単位から旧村
単位への茶工場の再編されていることを指摘した。
 5）宇治茶産地に関する研究についてみると，地理学で
は谷岡（1950）は宇治茶生産に関わる労働力の特色を
明らかにした。坂口（1985）や浦巽（1981）は宇治茶
の下請産地である滋賀県や奈良県の茶業の経営形態
を検討した。水元（1998）は宇治茶業の発展過程を明
らかにした。一方，農業経済学などの分野では，増田
（1980）は奈良県の茶産地を事例に，奈良県経済連に
よって産地市場を開設することにより，従来の生産者
と仲買人の関係を断ち切り，農協共販が展開されてき
たことを明らかにした。寺本（2004）は，近年の宇治
市の都市化が進む中での対応を検討した。
 6）静岡県の茶産地に関する研究についてみると，地理
学では山本（1973）の一連の研究をまとめた集大成が
ある。卜部ほか（1991）は，御前崎町における茶の生
産構造と産地形成を明らかにした。山崎ほか（1990）
は地域学習の視点から，沼津の茶業経営の特色を述べ
ている。加えて，山野（1983）は愛知県西尾市の茶生
産の構造を明らかにした。一方，農業経済学などの分
野では，有本（1978，1979a，1979b，1982）は緑茶の
生産と流通の特色を考察し，1960年代から茶生産者
の経営分化が進展を明らかにした。奥田（1981）は，
緑茶の需給動向と昭和40年代の牧ノ原台地におけ
る大規模経営による産地再編を明らかにした。澤村
（2003）や蘇・柴垣（2003），福代（2000）は共同製茶の
再編の必要性を指摘した。
 7）川根茶とは，静岡県川根本町と川根町で摘採された
茶葉を同町内の製茶工場で加工し，出来上がった荒茶
を使用し製品化した茶を指す。少しでも他産地の物
が混入している場合は，「川根茶ブレンド」と表示す
る。
 8）2005年9月20日に中川根町と本川根町が合併して
川根本町が誕生した。町人口は約9300人，町面積は
496 .72k㎡でうち94％が山林地に占められた地域で
ある。
9）日本の茶生産を地域的にみれば，明治期の偏在的な
生産状況が現在まで継続している（井上，1971；小西，
1992）。
10）この当時，手揉み製茶を維持することで，1893年
にはアメリカ合衆国シカゴ万博博覧会で川根茶が
入賞した。1907年には，第1回川根茶業大会を契機
に，品質向上を図るために宇治製茶教師を招いて製
茶の講習会が催された（中川根町史編さん委員会編，
2005b）。
11）茶の手摘みを担う雇用労働者は，1959年には茶生産
農家586戸が延べ58 ,946人を雇用していたが，1965
年には延べ11 ,963人へと減少している（中川根町史
編さん委員会編，2005b）。
12）聞き取りによると，最近の借地の中には，集落内で
茶園を放棄しそうな茶園があると，自分の茶園への病
害虫の被害を防ぐために，町役場を通じて茶園・土地
をやむなく借地する例もある（生産者 H）。一方，人
里離れた集落では，周辺に他人の茶園が無いため，茶
園が放棄される事例が多い（生産者 I）。
－157－
75
13）2007年現在，川根本町では茶園造成については，
10a以上の茶園造成を行う場合，これに要する経費
の2分の1（10aあたり50万円まで）を補助している。
茶園改植については，2a以上の老朽茶園の改植を行
う場合，これに要する経費の2分の1（5aあたり20
万円まで）を補助している。また，茶園改植が個人で
は困難な場合は，町が機械のレンタルを行っている。
茶樹上部を粉砕する茶樹粉砕機の利用料6 ,900円／
1時間，抜根作業をするバックホー機の利用料3 ,800
円／1時間，整地と耕うんをするトラクターの利用料
4 ,700円／1時間，深い溝掘りをするトレンチャー機
の利用料2 ,900円／1時間である（「広報かわねほん
ちょう」2006年3月号より）。　
14）今後の山間地の茶業の存続は，さらなる品質向上を
目指した高級茶生産しかないという指摘もある（小栁
津・増沢，1987；藤森，1994）。
15）生産者が，やぶきた以外の品種を導入しにくい点は
次のとおりである。①流通や需要がやぶきた主体の
ため，評価が得られにくい，②やぶきた以外に優良品
種が見当たらない，③茶の価格が時期相場的，④品種
に適した栽培製造技術の不足，⑤工場が大型化し，単
独品種の製造が困難，⑥改植に対する投資がしにくい
があげられる（中村1999；畑中・中村，2001；鈴木，
2003）。
16）静岡県では，やぶきた品種偏重の対策として，1976
年から1980年にかけて茶優良品種早期育成事業「品
種さがし運動」が行われた。また，1999年から2001
年にかけて茶優良品種早期定着化拠点整備事業「品種
ブランド化」が行われた。この結果，2001年にはじまっ
た静岡県茶業振興基本計画では戦略品種の施策が打
ち出された。戦略品種は県内の各茶産地にやぶきた
偏重を是正するために，静岡県の奨励品種では，おく
ひかり，山の息吹，つゆひかり，香駿，さやまかおり，
やまかい，さわみずかの7品種が選定されている（静
岡県農業水産部，2006）。
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